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要旨・感想 

対話式の絵本の読み方は、耳が聞こえない難聴（DHH）の子供の緊急リテラシースキルを高める

のに効果的です。 現在のデジタル時代では、親は子供と一緒に本を読む機会が増えています。 

幼い頃から、識字能力活動中の親子間の相互作用は、緊急の識字能力の開発にとって非常に重

要です。 本研究の目的は、DHH(耳の鍛えない難聴)の子供たちとの対話式の読書のためにタブ

レット上で電子書籍を読むことの効果について明らかにすることである。印刷された本を読む

際の親子の対話式の行動を 18 人の親と 1〜3 歳の DHHの子供たちの電子ブックと比較した。す

べての親が対話式の読書プログラムを実施した後、子供と一緒に印刷された本や電子書籍を読

んでいる間に、対話式の読書行動が観察された。結果は主に、印刷された本や電子書籍を読む

ときに親と子で同様の対話式の読書行動を示しましたが、電子書籍を読むときに親が画像を指

す行動が減った。しかし、電子書籍にはズーム機能などがあり、誤作動を減らすための行動で

あると考えられる。電子書籍と印刷された書籍では大きな違いがなかった。これらの結果は、

DHH の子供たちとの対話式の童話を読む機会を保護者や専門家に与え、言語と識字能力を向上

させる機会を増やすことを示す。タブレットはどこでも簡単に持ち運びが出来、いつでも対話

式の読み聞かせができる。 

電子書籍と印刷された本では大きな違いがあると思ってるいたが、そうではないことに驚いた。 

耳が聴こえない子どもには、確かに視覚でより訴えかけることができる電子書籍の方が効果的

かもしれない。これからは、そういった障害のある子どもに向けての絵本について考える機会

も必要だと思った。 
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